
令和 5年 9月 11日 
日本原燃株式会社 

今後の進め方 

１．具体的な設備等の設計（共通 12）の進め方 
具体的な設備等の設計（共通 12）に関連する複数のタスクを並行して個別ヒア対応として進め

ている。（別添１）それぞれのタスクの現状及び今後の進め方は以下の通り。 
（１）共通 12（本文、全体の整理方針）

 8月９日、17日、21日、31日ヒアの結果等を踏まえて説明グループ１に係る共通12（資
料１～３）の対応を実施。（個別ヒアで対応︓9月 13日資料提出、9月 15日及び 21
日ヒア この後、2～３回資料提出、ヒアを実施）。9 月 15 日ヒアでは資料に反映すべき事
項等の反映状況の説明を行い、方向性に大きなずれ等があるかを確認、大きく資料修正が
必要な状況になった場合は再度資料を提出し、21 日ヒアスケジュールを修正する。大きな問
題がなければ細部の資料確認を 21日ヒアで実施。

 「重大事故等に係る健全性説明書、個別施設説明書での記載事項及び設計基準と併せて
評価等を行う項目に係る健全性説明書、子添付で重大事故として示す設計方針の整理」
については、共通 12（再処理の設計説明分類に対する共通 12）において構造設計等との
紐づけによる設計方針等の整理を進め、それを踏まえ纏めの形で別途整理を行うこととする。

（２）竜巻防護対策設備の設計方針
 個別ヒアとして実施した 9 月 5 日の状況を踏まえ、共通 12 に向けて整理する必要のある事

項として、（１）のタスクで検討している設計説明分類を踏まえた構造設計等に係る説明の
類型化、代表による説明に係る整理を行う。（対応方針を 9月 7日に提出、9月 11日の
進め方ヒアにて確認）

 上記整理及び（１）のタスクでの共通 12 作成方針を踏まえ設計説明分類︓外的事象
対策設備に係る共通 12 の資料に展開する。
※ 資料２での基本設計方針等の設計方針と設計説明分類、設計項目の整理、共通す

る構造設計等の説明の類型による代表設定については設計説明分類︓外的事象 防
護対象等を含めて示す。

（３）溢水に係る設計方針
 共通 12 に向けて整理する必要のある事項を対応方針としてまとめ、今後のタスクを整理する。

（個別ヒアで対応︓9月８日資料提出、９月 14日ヒア）
 溢水の要求事項を踏まえた構造設計等と解析・評価等で示す事項の整理（資料２、３、

４関連）、合わせて設計、評価等を示す項目に係る設計基準と重大事故で共通する構造
設計等の整理（資料２関連）を竜巻防護対策設備の設計方針に合わせて、溢水にも展
開する。（個別ヒアで対応︓9月下旬ヒアを計画）

 上記整理結果及び（１）のタスクの検討結果を踏まえて設計説明分類︓内的事象 溢水
対策設備、防護対象設備等に係る共通 12の資料に展開する。（個別ヒアで対応︓10月
下旬資料提出を計画） 
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２．耐震関係（入力地震動の策定）の進め方 
＜当面の検討事項＞ 

（１） 全体シナリオ・全般事項（～9/22 記載方針検討、～9/29 資料反映） 
(ア) 全体の説明シナリオの再精査（現在の原燃のロジックと整合した記載となっているか） 
(イ) 第 1 回申請・第 2 回申請の検討は同じ方針で行っていることが分かるようプロセスの説明

を一つの流れにまとめる 
(ウ) 4因子各々に対して検討の全体フローを冒頭に示す構成とする 
(エ) 地盤物性のばらつきについて設定方針の策定及びそれに基づく評価 

（２） 岩盤物性（～9/22 記載方針検討、～9/29 資料反映） 
(ア) 直下データのない建物への近傍データの適用性についての説明追加 

 近傍 PS 検層位置と建物直下の地下構造の差による入力地震動への影響について、
伝達関数の理論式等に基づき、固有周期による確認を行うことの十分性について検
討。 

(イ) 物性値の設定における敷地内断層の扱いについて、PS 検層結果の適用性も含めた考え
方の整理 
 グループ内に断層が分布している場合の PS 検層の適用性に係る考え方を整理する

ために、各グループにおける断層の地層境界の高低差の程度や、断層を境界として
分布する岩種の違いについて確認。 

(ウ) 基本地盤モデルにおけるばらつきの考え方の整理 
 先行電力（特に軟岩プラント）における設定実績に基づき、当社敷地における物性

値のばらつきに係る設定方針について検討。 
（３） 岩盤非線形 

（単独での追加検討事項なし） 
（４） 岩盤減衰（～9/29 各検討結果を踏まえて資料反映） 

(ア) 既往データに基づく検討を行うものと追加データに基づく検討それぞれの位置づけの明確化 
(イ) 西・東側地盤の地震観測記録による減衰定数の検討 

① 伝達関数による西・東側地盤の減衰検討 
a. 検討に用いる信頼区間・速度構造の再吟味 
b. 上記を反映した西・東地盤の減衰同定の実施（リニア、バイニリア、一定減衰） 
c. 西・東の再同定結果に基づく観測記録シミュレーション解析（リニア、バイニリア、 
一定減衰） 

 東側地盤（～9/15 （上記a.~c.の検討状況踏まえ、随時社外支援者と協議）） 
 西側地盤（～9/22 （上記a.~c.の検討状況踏まえ、随時社外支援者と協議）） 
② 地震波干渉法による西・東側地盤の減衰検討 
（～9/22 （観測記録の傾向分析踏まえ随時社外支援者と協議）） 

(ウ) 追加調査の実施/分析 
（調査実施中。分析に係る工程は今後検討） 

(エ) 基本地盤モデルに採用する減衰定数の検討 
（工程は今後検討） 

（５） 表層物性 
(ア) 埋め戻し土の年代別施工管理について、説明したい目的に照らして、品質管理の目的や

内容、結果を担保するための管理方法、結果を示すデータ、追加調査の位置づけなどロジ
ック立てた説明の再構築。（スケジュール検討中（9/8,12,13社外支援者と協議）） 
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(イ) 流動化処理土について、第２Gr で設定した物性値ρt と G0 の設定に係る説明の拡充と
２Gr に分けて設定することにした考え方の整理。また、参考７の説明について目的・方針
の明確化、検討内容の網羅性の観点での再構築。（スケジュール検討中（9/8,12,13
社外支援者と協議）） 

＜資料提出予定・ヒアリング予定＞ 
１）9/8 ：(4) (イ) の検討状況について報告メモを提出。 
２）9/26：ヒアリング（表層物性） 
３）9/29：耐震建物08 表層物性以外 提出（表層物性はスケジュール検討中） 
４）10/6,10：ヒアリング（表層物性以外） 

 
以 上 
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共通１２（本文、全体の整理方針）
・共通12の目的、共通12で整理する事項の全体像
・各資料での説明、資料間の紐づけ（網羅性の確保）等

共通１２（説明グループ１構造設計等（２－１） ）
・閉じ込めを主条文とするグローブボックス、グローブボックスの構
造設計に関係する耐震の条文、グローブボックスの負圧維持
に係る換気設備のシステム設計、グローブボックスの耐震設
計等に係る機械装置・搬送装置等の構造設計等を併せて
説明（関連する個別補足説明資料を含む）

9/15※、9/21ヒア～
２～3回資料提出、ヒア

共通１２（説明グループ１に係る解析・評価等（２－２））
共通１２（説明グループ２ 構造設計等（２－１））

（資料提出）10月中旬～

共通１２の説明（設計説明分類：内的事象
溢水対策設備、防護対象設備等）

（資料３での構造設計等に個別補足説明資料
を含む）

共通１２の説明（設計説明分類：外的事象 対策設備）
（資料１は全体、資料２は防護対象等の分類を含む）

（竜巻、火山等の外部衝撃等に係る資料３での構造設計等
に関連する個別補足説明資料を含む）

溢水に係る設計方針の整理
・基本設計方針に対する指摘事項を踏まえた整理
・溢水の要求事項を踏まえた構造設計等と解析・評価等
で示す事項の整理（資料２、３、４関連）
・合わせて設計、評価等を示す項目に係る設計基準と重
大事故で共通する構造設計等の整理（資料２関連）

共通１２の説明（設計説明分類：外的事象 防護対
象設備等）※防護対象等の資料３

（竜巻、火山、その他の外部衝撃等に係る資料３での構
造設計等に関連する個別補足説明資料を含む）

（資料提出） 9月下旬～

（資料提出） 10月下旬～

竜巻防護対策設備の設計の考え方の整理
・竜巻防護に係る基本設計方針（外部衝撃 竜
巻）とそれに関連する設備に対する設計要求を整理
・開口等の竜巻防護に関連する設備の構造概要
➡SAを含む構造設計等に係る説明の類型化、代表
による説明に係る整理（設計説明分類へのフィード
バック）

8/2,8/17、9/5、9/11ヒア

共通１２関連として説明する事項及びその関係性

共通12で整理する事項の全体像
として解析・評価等（２－２）に

係る説明を整理

8/31ヒア

（資料提出） 10月下旬～

8/29、9/14ヒア～
２～3回資料提出、ヒア

【別添１】

• 重大事故等に係る健全性説明書、個別施設説明書での記載事項の整理
• 設計基準と併せて評価等を行う項目に係る健全性説明書、子添付で重
大事故として示す設計方針の整理

設計説明分類、説明グループ、主条文、関連条文の整
理
合わせて評価等を行う項目に係る設計基準と重大事故
で共通する構造設計等の整理（共通１２ 資料２で

の条文間の関係性）
資料２は防護対象設備等の設計説明分類に係
る事項も含めて展開し、設計説明分類間での関
係性、複数の設計説明分類に対する代表設定
の具体展開を明示

設計説明分類、説明グループ、主条文、関連条文の整理
合わせて評価等を行う項目に係る設計基準と重大事故で
共通する構造設計等の整理（共通１２ 資料２での条
文間の関係性）

※9月15日：資料に反映すべき事項等の反映状況の説明
（大きく資料修正が必要な状況になった場合は再度資料を提
出し、21日ヒアリスケ）
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